
，239

と
を
示
す
こ
と
は
重
手
る
が
、
我
々
が
考
へ
る
べ
き
こ
と
を
教
へ
る
灌
利

は
な
い
。
こ
れ
ら
同
一
誤
謬
の
二
形
態
の
聞
に
動
揺
を
無
限
に
綾
け
る
こ

と
を
欲
し
な
い
限
り
、
我
々
は
ト
ー
マ
ス
の
と
っ
た
中
庸
道
、
妥
協
の
そ

れ
で
は
な
く
し
て
、
二
つ
の
誤
謬
の
闘
の
馨
し
い
蝦
し
い
螺
理
の
道
を
瀧

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
如
何
な
る
種
類
の
悩
人
主
義
に
も
隔

っ
て
は
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
三
人
と
し
て
、
ゑ
瀧
の
部
分
で
あ
り
、
、
全

払
の
共
通
利
回
は
そ
の
部
分
的
私
利
に
優
る
か
ら
。
叉
仙
方
、
必
ず
し
も

「
叡
智
し
と
し
て
作
用
し
な
い
新
し
い
「
離
禅
實
騰
」
な
る
「
關
家
」
は
、
我
々

の
各
に
に
三
家
よ
り
も
爾
ほ
高
い
或
る
も
の
、
瀞
以
外
に
は
そ
れ
に
優
る

も
の
の
な
い
も
の
、
翻
ち
人
遣
…
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
Q
こ
れ
ら
の
常
に
瞳
機
に
適
す
る
諸
原
理
を
完
歪
に
述
べ
た
人
ほ
、
箪

に
精
紳
の
世
界
に
於
け
る
師
で
あ
る
に
血
ら
な
い
。
彼
は
永
久
に
、
総
て

の
反
蜀
力
に
抗
し
て
、
精
瀞
の
優
越
を
説
く
こ
と
を
使
命
と
す
る
師
で
あ

る
。
（
一
九
三
玉
年
二
月
‡
百
プ
リ
テ
ィ
ζ
・
ア
カ
デ
、
・
・
に
於
け
る
講

演
、
同
愈
報
第
ニ
ナ
一
雀
よ
り
抄
謬
　
服
部
英
次
鄭
）

」
卒
業
論
丈
題
縫

卒
業
論
文
題
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

京
都
苗
幽
幽
學
文
學
部
醤
學
科
（
昭
和
十
一
年
｝
月
捷
出
）

　
　
　
　
誓
言
　
憲
　
攻

能
力
・
自
慮
。
灘
想
…
主
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
媒
介
と
す
る

實
践
の
解
明
：

表
現
に
於
け
る
理
解
と
行
爲

カ
ン
ト
に
於
け
る
道
徳
的
僕
籏
判
臨
と
そ
の
原
理

先
瞼
郷
雲
…
想
力
の
構
蓬

歴
数
の
地
盤
と
し
て
の
娠

現
象
墨
・
酌
意
識
の
構
．
蓬

カ
ン
ト
に
於
け
る
腸
襲
に
就
い
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
入
塾
態
一
入
倫
態
の
誓
鳳
剛
．
．
－

揖
　
　
　
り

．
冠

行
　
　
爲

個
鋼
的
因
果
律
に
就
い
て

概
念
と
輿
融
一
へ
ー
ゲ
ル
誓
畢
小
嬢
f
己

石匠伊安

三一藤藤

　恒太孝

武夫単行

今
井
窟
士
雄

澁
　
津
　
亨
　
塑

新
谷
賢
太
郎

挙鍋鶴武多
下島橋内田

雁
史
に
於
け
る
獲
展
の
概
念
一
主
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
に
就
い
て
i

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
鵬
膏
と
文
化
の
問
題

入
閥
酌
存
在
の
理
解
　
　
　
　
　
、

黒

涼欣

松
　
李

ヨ
　
鼓
慶

安
井
勝

一弘雄範政藏健
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哲
學
研
究
　
第
二
百
薫
十
九
號

　
　
　
　
西
洋
藪
螺
愛
羅
攻

プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
イ
デ
や
論
に
就
い
て

　
　
　
　
印
慶
慧
轟
．
鐙
轟
攻

数
論
説
（
夢
巨
＾
ξ
㌣
全
餐
回
毒
）

而
上
腰
・
的
縫
…
造
に
就
い
て

　
　
　
　
窺
郷
暫
學
箆
憲
攻

支
那
古
代
の
喪
禮
に
就
い
て

支
那
古
代
の
儒
教
と
孝
道

に
於
け
る
罷

須
超
道
雄

　・ft

石象

　v
丸影

隆

大
久
保
薙
太
郎

堤
　
　
正
　
敏

　
　
　
　
心
理
墨
奪
差

湯
間
知
欝
朔
上
の
墜
闇
聞
敷
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
瀞
孫
四
郎

「
注
意
し
概
念
の
史
的
展
開
へ
統
鷺
心
理
膿
よ
り
形
態
心
理
學
に
至
る
）

勺
「
（
）
冨
讐
コ
（
ぎ
（
宣
縛
）
の
本
質
の
心
理
畢
的
研
究

八
度
類
似
性
に
就
い
て

呪
術
の
心
理

織
特
比
較
到
蜥
及
び
時
聞
錆
誤

力
…
ル
・
ブ
ユ
ラ
ー
氏
の
形
態
知
昼
研
究
に
就
い
て

霞
傳
及
び
自
傳
的
小
論
に
表
れ
た
る
青
年
心
理

機
能
心
理
攣
と
形
態
心
理
箪

中等多青島笹小小
西丸 ･喜村原松澤

　編　＿忠邦　英
昇講i興夫雄彦彰幸

テ
ィ
テ
ナ
ー
の
心
理
學
に
於
け
る
叢
叢
、
特
に
感
鷺
概
念
を
下
心
と

せ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
へ
の
展
備
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
原
　
　
次

不
滅
信
仰
の
心
理
學
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
　
尾

二期二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

就
…
學
鮪
期
に
於
け
る
兇
童
の
内
翻
に
就
い
て
の
實
験
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
　
屋

　
　
　
　
倫
理
墨
慰
攻

悲
願
愛
の
世
鑑

定
早
口
命
法
の
倫
理
學

意
志
の
自
曲
と
道
徳
酌
行
爲

法
と
道
徳

ニ
イ
チ
ェ
の
倫
理
畢
・

パ
ス
カ
ル
の
道
徳
思
想

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る
「
絶
艶
し
に
就
い
て

王
陽
明
の
患
想
に
關
す
る
倫
理
學
的
考
察

自
由
の
意
識
に
於
け
る
素
馨
に
就
い
て
：

、
宴

夫

保久野Hj上小黒刈
［M　Pt村・阪柵里
　　　　　　　　昌・
　和　健　醤一＿一

清蓬稔三潔教郎跳

々
否
教
厳
令
屠
寛
の
素
描
：

　
　
　
　
角
本
　
厳

義

　
　
　
　
激
育
端
数
三
法
轟
攻

教
育
と
特
代
精
騨
一
教
育
思
想
史
序
説
－
t
　
　
　
　
　
池
　
　
田
　
　
進

教
と
墨
・
と
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
原
　
鐵
　
雄

デ
ュ
ウ
イ
の
蓮
徳
…
教
育
三
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
麗
保
之
助

デ
ュ
ウ
ィ
…
教
育
學
の
立
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
　
　
　
一
　
治

フ
ィ
ヒ
テ
の
教
育
患
想
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
　
谷
　
孝
　
治

ゲ
ー
テ
に
於
げ
る
教
育
の
宗
教
的
基
礎
一
「
畏
敬
の
念
」
を
中
心
と

せ
る
一
つ
の
難
書
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
山
八
郎

教
育
學
に
於
け
る
人
間
學
的
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
井
　
隆
　
一
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瀧
會
的
…
教
育
〃
學
の
墓
礎
問
題
ー
ナ
ト
ル
プ
に
於
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
竣
　
一

教
育
の
競
愈
的
棚
貌
を
み
つ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
吉
　

絹
　
　
武

　
　
　
　
蔓
攣
三
三
隻
三
三

将
樂
に
於
け
る
「
肖
然
的
な
竜
の
し
に
就
い
て
の
史
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
比
奈
　
　
隆

然
弊
詩
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
　
上
　
　
靖

糟
叢
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
今
弁
一
一
郎

柳
宗
悦
の
工
藝
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
澤
　
簿
愛

創
作
と
齪
照
　
　
　
　
　
　

倉
島
蝋
生

デ
ィ
ル
タ
イ
の
想
像
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
悩
　
木
　
忠
　
夫

日
本
洋
霞
史
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
遷
葦
太
鄭

ド
イ
ツ
近
代
菅
樂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
定
一
鄭

交
入
霞
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
倉
嘉

藝
術
…
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
山
　
三
　
郎

　
　
　
　
察
数
箪
悪
攻

イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
の
脚
駆
教
哲
藥
と
基
督
教
串
爪
教
　
　
　
森
　
塞
　
新
　
三

　
　
　
　
灘
奮
畢
遡
攻

支
配
の
研
究
　

．
　
　
　
　
　
杉
浦
紀
雄

駄
愈
尉
的
現
實
態
の
認
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
　
本
　
義
　
員

集
團
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
不
二
央

原
胎
…
酌
村
弗
洛
に
就
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
陸
田
新
次
郎

　
　
　
　
　
卒
業
論
文
麺
鷺

瀧
會
獲
展
の
動
的
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
出
田
良
太
郎

輿
論
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
聞
　
　
　
博

　
　
　
　
儲
数
皐
職
攻

圓
珍
の
教
根
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
谷
　
隆
　
男

善
導
に
棄
る
糊
無
量
欝
纏
諸
疏
に
於
け
る
佛
身
西
土
思
想
の
攣
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
見
鎭
雄

成
立
過
程
よ
り
み
た
る
阿
彌
陀
纏
の
瀕
土
教
的
地
赦
　
色
　
井
　
秀
　
譲

智
者
大
師
の
身
内
謹
に
於
け
る
彌
陀
瀕
土
観
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
谷
實
慶

…
三
七
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